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上
智
大
学
教
授

川
瀬
剛
志

　

日
本
時
間
四
月
一
七
日
、
対
米
交
渉
に
臨
ん
だ
赤
澤
亮
正
担
当
大

臣
は
、
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
の
オ
ー
バ
ル
ル
ー
ム
で
ド
ナ
ル
ド
・
ト
ラ

ン
プ
大
統
領
か
ら
赤
い
Ｍ
Ａ
Ｇ
Ａ
キ
ャ
ッ
プ
を
贈
ら
れ
、
満
面
の
笑

み
で"tw

o thum
bs up"

を
キ
メ
て
見
せ
た
。
そ
の
後
も
記
者
会

見
で
、
自
ら
を
「
格
下
も
格
下
」
と
称
し
、
あ
ま
つ
さ
え
交
渉
に
出

席
し
た
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
に
謝
意
さ
え
表
し
た
。
今
回
の
一
連
の
ト

ラ
ン
プ
関
税
に
対
し
て
、
同
盟
関
係
へ
の
配
慮
と
ト
ラ
ン
プ
氏
の
ワ

ン
マ
ン
で
激
し
や
す
い
特
異
な
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
へ
の
畏
怖
か
ら
、

日
本
は
一
貫
し
て
宥
和
的
な
態
度
に
徹
し
て
き
た
。
し
か
し
、
鉄

鋼
・
ア
ル
ミ
関
税
、
自
動
車
関
税
は
お
ろ
か
、
相
互
関
税
の
基
本
部

分
一
〇
％
さ
え
俎
上
に
載
せ
ら
れ
ず
、
上
乗
せ
一
四
％
の
縮
小
が
関

の
山
だ
と
い
う
。
と
も
す
れ
ば
日
本
政
府
は
、
米
国
と
聞
い
た
瞬
間

に
脊
髄
反
射
的
に
前
の
め
り
に
な
り
が
ち
だ
が
、
こ
う
し
た
姿
勢
は

「
鉱
山
の
カ
ナ
リ
ア
」
な
ど
と
揶
揄
さ
れ
る
（Les Echos, 17 avr. 

2025

）。
哀
れ
、
果
た
し
て
カ
ナ
リ
ア
は
毒
気
に
当
て
ら
れ
た
。

頓
挫
す
る
デ
ィ
ー
ル
狙
い
の
宥
和
策

　

こ
う
し
た
宥
和
的
な
姿
勢
が
功
を
奏
し
て
い
な
い
こ
と
は
、
こ
の

ゼ
ロ
回
答
か
ら
も
は
や
明
ら
か
だ
ろ
う
。
石
破
首
相
は
対
米
投
資
を

は
じ
め
日
本
の
米
国
経
済
へ
の
貢
献
を
理
解
さ
せ
誤
解
を
解
く
と
い

う
が
、
虚
偽
さ
え
も
「
も
う
一
つ
の
事
実
（alternative facts

）」

と
う
そ
ぶ
く
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
周
辺
に
は
無
意
味
だ
。
そ
も
そ
も
こ

か
わ
せ　

つ
よ
し　

一
九
九
〇
年
慶
應
義
塾
大

学
卒
。
九
四
年
米
ジ
ョ
ー
ジ
タ
ウ
ン
大
学
法
科

大
学
院
修
了
（LL.M

）
お
よ
び
慶
應
義
塾
大
学

大
学
院
博
士
課
程
中
退
。
神
戸
商
科
大
学
助
教

授
、
経
済
産
業
省
参
事
官
補
佐
、
大
阪
大
学
准

教
授
な
ど
を
経
て
二
〇
〇
七
年
よ
り
現
職
。
経

済
産
業
研
究
所
フ
ァ
カ
ル
テ
ィ
フ
ェ
ロ
ー
を
務
め

る
。
近
著
に
『
漂
流
す
る
リ
ベ
ラ
ル
国
際
秩
序
』

（
共
著
）。

ト
ラ
ン
プ
政
権
に
「
デ
ィ
ー
ル
」
狙
い
の
宥
和
策
は
効
く
の
か
。

「
自
由
貿
易
の
旗
手
」
と
し
て
、
あ
く
ま
で
ル
ー
ル
ベ
ー
ス
を
貫
け
。

・
ル
ー
ル
に
基
づ
い
た
解
決
に
は
同
志
国
と
の
連
携
が
必
要

・
ミ
ド
ル
パ
ワ
ー
主
導
の
Ｗ
Ｔ
Ｏ
改
革
を
リ
ー
ド
せ
よ

・
米
中
対
立
の
影
響
が
な
い
Ｃ
Ｐ
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
拡
大
を
目
指
せ

ト
ラ
ン
プ
関
税
交
渉
と
国
際
通
商
シ
ス
テ
ム
の
今
後

—
—

日
本
は
ル
ー
ル
の
支
配
の
堅
持
を
基
軸
と
し
た
行
動
を
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れ
ま
で
の
貢
献
を
認
識
さ
せ
た
と
こ
ろ
で
、
依
然
貿
易
赤
字
が
存
在

し
支
持
層
の
雇
用
に
結
び
つ
か
な
け
れ
ば
、
彼
ら
は
単
に
「
ま
だ
不

十
分
、
も
っ
と
投
資
を
」
と
い
う
結
論
に
し
か
至
ら
な
い
だ
ろ
う
。

　

先
ん
じ
て
米
英
が
合
意
し
た
が
、
日
本
に
希
望
を
与
え
る
も
の
で

は
な
い
。
米
国
は
対
英
で
貿
易
黒
字
で
あ
り
、
相
互
関
税
も
一
〇
％

の
み
で
上
乗
せ
部
分
は
課
さ
な
か
っ
た
。
他
方
で
日
本
に
対
し
て
は

七
〇
〇
億
ド
ル
を
超
え
る
赤
字
を
抱
え
る
。
自
動
車
も
、
英
国
の
対

米
輸
出
台
数
は
日
本
の
一
割
に
も
満
た
な
い
。
日
本
車
は
台
数
で
米

国
自
動
車
輸
入
の
四
分
の
一
を
占
め
、
金
額
で
も
対
日
貿
易
赤
字
の

六
割
近
い
四
〇
〇
億
ド
ル
強
に
上
る
（
二
〇
二
四
年
）。
一
八
年
の

鉄
鋼
・
ア
ル
ミ
関
税
で
も
、米
国
は
中
国
を
除
外
し
な
か
っ
た
が
（
五

月
一
一
日
の
米
中
合
意
で
も
対
象
外
）、
こ
う
見
る
と
日
本
は
、「
自

動
車
に
お
け
る
中
国
」
な
の
だ
。
製
造
業
の
復
興
を
掲
げ
「
忘
れ
ら

れ
た
人
々
」
に
支
え
ら
れ
る
ト
ラ
ン
プ
政
権
に
妥
協
の
余
地
は
少
な

く
、
除
外
へ
の
期
待
は
、
そ
も
そ
も
楽
観
的
過
ぎ
た
。

デ
ィ
ー
ル
で
は
な
く
、「
正
し
さ
」
の
問
題

　

米
国
の
措
置
は
説
明
を
要
し
な
い
ほ
ど
明
白
な
Ｗ
Ｔ
Ｏ
協
定
・
日

米
貿
易
協
定
違
反
だ
が
、
し
か
る
に
石
破
内
閣
は
、
国
会
に
お
け
る

執
拗
な
野
党
の
追
及
に
も
、か
た
く
な
に
そ
の
こ
と
を
明
言
し
な
い
。

中
国
に
よ
る
類
似
の
行
為
は
た
ち
ど
こ
ろ
に
経
済
的
威
圧
だ
と
非
難

す
る
が
、
相
手
が
米
国
だ
と
「『
あ
な
た
の
言
う
こ
と
は
間
違
い
で

あ
る
』と
言
う
こ
と
は
、同
盟
国
と
し
て
の
振
る
舞
い
だ
と
私
は
思
っ

て
い
な
い
」（
石
破
首
相
）
と
な
る
。
こ
う
し
た
ダ
ブ
ル
ス
タ
ン
ダ
ー

ド
は
、
日
本
の
外
交
姿
勢
と
し
て
の
法
の
支
配
に
対
す
る
支
持
を
疑

わ
し
い
も
の
と
し
、
国
益
を
害
す
る
。
ト
ラ
ン
プ
関
税
に
は
、
協
定

上
何
一
つ
正
当
化
で
き
る
要
素
は
な
い
。
日
本
は
従
来
か
ら
標
榜
す

る
法
の
支
配
に
立
ち
返
り
、
最
低
限
Ｗ
Ｔ
Ｏ
に
提
訴
し
、
一
貫
し
て

ル
ー
ル
に
よ
る
問
題
解
決
を
図
る
姿
勢
を
示
す
べ
き
だ
。
上
級
委
員

会
が
機
能
停
止
に
陥
っ
て
い
る
た
め
Ｗ
Ｔ
Ｏ
提
訴
は
意
味
が
な
い
と

言
わ
れ
る
が
、
少
な
く
と
も
パ
ネ
ル
に
よ
る
米
国
措
置
の
違
反
認
定

は
日
本
の
主
張
の
正
当
性
を
高
め
る
。

　

か
つ
て
日
本
は
、
米
国
の
保
護
主
義
に
敢
然
と
非
を
鳴
ら
し
て
き

た
。
一
九
九
五
年
の
日
米
自
動
車
協
議
の
際
に
は
、
手
土
産
に
贈
っ

た
竹
刀
の
鋒

き
っ
さ
きを
喉
元
に
向
け
る
ミ
ッ
キ
ー
・
カ
ン
タ
ー
通
商
代
表
に

橋
本
龍
太
郎
通
産
相
は
泰
然
と
対
峙
し
、
日
本
は
設
立
間
も
な
い
Ｗ

Ｔ
Ｏ
に
米
国
の
対
抗
措
置
を
提
訴
す
る
と
と
も
に
、
不
合
理
な
数
値

目
標
要
求
を
徹
底
し
て
拒
否
し
た
。
そ
の
後
二
〇
〇
〇
年
代
に
か
け

て
、
米
国
の
鉄
鋼
保
護
主
義
に
対
し
て
日
本
は
Ｗ
Ｔ
Ｏ
提
訴
を
繰
り

返
し
、
時
に
は
対
抗
措
置
も
厭
わ
ず
、
一
定
の
功
を
奏
し
た
。
他
方
、

一
八
年
の
鉄
鋼
・
ア
ル
ミ
関
税
に
つ
い
て
は
、
こ
う
し
た
法
的
解
決

を
避
け
た
。
し
か
し
結
局
、
バ
イ
デ
ン
政
権
下
で
勝
ち
得
た
除
外
を
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反
故
に
さ
れ
、
避
け
た
か
っ
た
自
動
車
関
税
も
発
動
さ
れ
た
の
だ
。

往
時
の
宥
和
策
が
失
敗
だ
っ
た
こ
と
は
明
白
だ
。

対
抗
措
置
も
選
択
肢
に

　

石
破
首
相
は
対
抗
措
置
を
「
売
り
言
葉
に
買
い
言
葉
」
と
評
し
て

こ
れ
を
否
定
し
た
が
、
お
よ
そ
通
商
政
策
に
対
す
る
見
識
を
疑
わ
せ

る
発
言
だ
。「
自
由
貿
易
の
番
人
」
た
る
Ｗ
Ｔ
Ｏ
事
務
局
長
を
務
め

た
パ
ス
カ
ル
・
ラ
ミ
ー
で
さ
え
、
も
は
や
事
態
は
ト
ラ
ン
プ
関
税
へ

の
対
抗
措
置
を
必
要
と
す
る
と
こ
ろ
ま
で
来
て
い
る
、
と
述
べ
て
い

る
（
共
同
通
信
五
月
五
日
）
に
も
か
か
わ
ら
ず
だ
。
中
国
、
Ｅ
Ｕ
、

カ
ナ
ダ
は
対
抗
措
置
を
準
備
あ
る
い
は
発
動
し
、
他
方
で
オ
ー
プ
ン

な
姿
勢
で
対
米
交
渉
に
臨
ん
で
い
る
が
、
正
し
い
戦
略
だ
。

　

も
っ
と
も
、
上
級
委
員
会
が
機
能
し
な
い
現
在
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ
紛
争
解

決
手
続
を
経
た
正
規
の
対
抗
措
置
は
事
実
上
不
可
能
だ
。
Ｗ
Ｔ
Ｏ
紛

争
解
決
了
解
は
他
国
の
協
定
違
反
の
自
己
判
断
と
一
方
的
制
裁
を
禁

止
し
て
お
り
（
二
三
条
）、
カ
ナ
ダ
ほ
か
に
よ
る
対
米
対
抗
措
置
の

Ｗ
Ｔ
Ｏ
協
定
整
合
性
は
心
も
と
な
い
。
し
か
し
、
少
な
く
と
も
日
米

貿
易
協
定
を
停
止
し
、
関
税
定
率
法
上
の
協
定
税
率
ま
で
対
米
関
税

引
き
上
げ
る
こ
と
は
Ｗ
Ｔ
Ｏ
協
定
に
反
し
な
い
。
こ
れ
は
一
般
国
際

法
上
の
対
抗
措
置
と
し
て
正
当
化
さ
れ
る
余
地
が
あ
る
。

　

そ
も
そ
も
二
〇
一
九
年
の
安
倍
・
ト
ラ
ン
プ
共
同
声
明
は
、
日
米

貿
易
協
定
が
履
行
さ
れ
て
い
る
間
、
協
定
お
よ
び
共
同
声
明
の
「
精

神
に
反
す
る
行
動
を
取
ら
な
い
」
と
約
し
た
。
当
時
日
本
が
Ｗ
Ｔ
Ｏ

協
定
違
反
が
濃
厚
で
か
つ
片
務
的
な
協
定
を
結
ば
ざ
る
を
得
な
か
っ

た
の
は
、
自
動
車
関
税
の
回
避
の
た
め
だ
っ
た
。
し
か
し
今
回
ト
ラ

ン
プ
大
統
領
自
身
が
首
脳
間
の
約
束
を
い
と
も
簡
単
に
反
故
に
し
た

以
上
、
日
本
も
相
応
の
対
応
を
す
べ
き
だ
。
ほ
か
に
Ｗ
Ｔ
Ｏ
整
合
的

な
対
抗
措
置
と
し
て
は
、
デ
ジ
タ
ル
課
税
強
化
も
検
討
に
値
す
る
。

米
国
が
貿
易
赤
字
を
許
せ
な
い
な
ら
、
日
本
も
デ
ジ
タ
ル
赤
字
を
許

さ
な
け
れ
ば
い
い
。
ま
た
、
加
藤
勝
信
財
務
相
が
「
交
渉
カ
ー
ド
と

し
て
は
あ
る
」
と
米
国
債
に
つ
き
述
べ
た
こ
と
も
、
米
国
を
疑
心
暗

鬼
に
さ
せ
る
点
で
よ
か
っ
た
（
撤
回
は
残
念
だ
が
）。

　

こ
こ
へ
き
て
、
イ
ン
ド
、
英
国
と
と
も
に
、
日
本
も
鉄
鋼
・
ア
ル

ミ
関
税
に
つ
い
て
対
抗
措
置
の
通
報
を
Ｗ
Ｔ
Ｏ
に
行
っ
た
と
い
う
。

も
し
日
本
が
米
中
・
米
英
合
意
に
鑑
み
て
現
実
に
目
覚
め
た
と
す
れ

ば
、
歓
迎
す
べ
き
こ
と
だ
。

同
志
国
と
の
連
携
で
「
自
由
貿
易
の
旗
手
」
た
れ

　

欧
州
委
員
会
通
商
総
局
で
首
席
交
渉
官
を
務
め
た
イ
グ
ナ
シ
オ
・

ガ
ル
シ
ア
・
ベ
ル
セ
ロ
は
、
各
国
は
過
度
に
米
国
と
の
二
国
間
交
渉

に
傾
斜
し
て
お
り
、
連
携
し
て
米
国
に
対
抗
す
る
こ
と
が
重
要
と
説

く
（
読
売
新
聞
四
月
一
九
日
付
朝
刊
）。
思
え
ば
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
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は
米
国
に
有
利
な
パ
ワ
ー
バ
ラ
ン
ス
を
利
用
で
き
な
い
多
国
間
枠
組

み
を
嫌
い
、
二
国
間
の
デ
ィ
ー
ル
を
好
む
。
日
本
も
そ
の
術
中
に
は

ま
っ
て
い
る
。

　

日
本
は
、
米
国
に
強
い
態
度
で
臨
む
カ
ナ
ダ
や
Ｅ
Ｕ
と
、
多
額
の

対
米
自
動
車
輸
出
と
貿
易
赤
字
で
共
通
し
て
お
り
、
英
国
の
よ
う
に

容
易
に
デ
ィ
ー
ル
で
き
る
国
で
は
な
い
。
そ
の
意
味
で
は
、
日
本
は

こ
れ
ら
と
連
携
し
て
Ｗ
Ｔ
Ｏ
提
訴
や
対
抗
措
置
、
対
米
交
渉
に
当
た

る
べ
き
だ
。
実
際
、
前
述
の
二
〇
〇
〇
年
代
の
鉄
鋼
関
連
の
対
米
Ｗ

Ｔ
Ｏ
紛
争
で
は
、
同
志
国
連
携
が
功
を
奏
し
た
。
石
破
首
相
は
四
月

末
に
東
南
ア
ジ
ア
を
歴
訪
し
、「
非
報
復
」
の
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
と
の
共

闘
を
探
っ
た
と
い
う
（
日
本
経
済
新
聞
四
月
二
八
日
付
朝
刊
）。
こ

れ
ら
と
の
連
携
は
重
要
だ
が
、
目
先
、
共
闘
す
る
相
手
で
は
な
い
。

　

ま
た
、
中
国
と
の
関
係
も
戦
略
的
に
捉
え
る
べ
き
だ
。
石
破
首
相

は
中
国
政
府
か
ら
受
け
取
っ
た
対
米
対
応
で
の
協
調
を
求
め
る
親
書

に
慎
重
な
姿
勢
を
示
し
た
と
い
う
（
共
同
通
信
四
月
二
二
日
）。
し

か
し
、
あ
く
ま
で
ル
ー
ル
の
支
配
を
軸
と
し
た
対
米
連
携
は
ま
さ
に

戦
略
的
互
恵
関
係
で
あ
っ
て
、
躊
躇
す
べ
き
で
は
な
い
。

　

他
方
、
米
国
以
外
に
目
を
向
け
る
と
ン
ゴ
ジ
・
オ
コ
ン
ジ
ョ
・
イ

ウ
ェ
ア
ラ
Ｗ
Ｔ
Ｏ
事
務
局
長
は
、
米
国
は
非
常
に
重
要
だ
が
世
界
貿

易
に
占
め
る
割
合
は
一
五
％
弱
で
、
残
る
八
割
超
の
国
々
が
ル
ー
ル

に
基
づ
く
シ
ス
テ
ム
を
強
化
し
守
り
た
い
と
感
じ
て
い
る
こ
と
は
光

明
だ
、
と
話
す
（
時
事
通
信
五
月
一
日
）。
ま
た
、
ス
イ
ス
・
Ｉ
Ｍ

Ｄ
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
の
サ
イ
モ
ン
・
エ
ベ
ネ
ッ
ト
教
授
の
試
算
に

よ
れ
ば
、
米
国
が
今
後
何
も
輸
入
し
な
く
て
も
、
ほ
と
ん
ど
の
輸
出

国
は
五
年
で
米
国
向
け
輸
出
を
他
地
域
へ
振
り
替
え
て
埋
め
あ
わ
せ

ら
れ
る
と
い
う
（Financial T

im
es, M

ar. 30, 2025

）。
よ
っ
て

米
国
不
在
で
も
、
残
り
の
国
々
が
い
か
に
ル
ー
ル
の
支
配
に
基
づ
く

多
国
間
自
由
貿
易
体
制
を
堅
持
す
る
か
が
重
要
に
な
る
。

　

折
し
も
自
民
党
は
、
日
本
が
自
由
貿
易
の
旗
手
と
し
て
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
を
発
揮
す
る
よ
う
政
府
に
促
す
決
議
を
五
月
中
に
取
り
ま
と

め
る
と
い
う
（
日
本
経
済
新
聞
五
月
二
日
付
朝
刊
）。
ま
た
、
石
破

首
相
も
来
日
中
の
オ
コ
ン
ジ
ョ
・
イ
ウ
ェ
ア
ラ
Ｗ
Ｔ
Ｏ
事
務
局
長
と

会
談
し
、
日
本
と
Ｗ
Ｔ
Ｏ
の
協
力
関
係
を
確
認
し
た
。
こ
う
し
た
日

本
の
姿
勢
を
国
際
社
会
に
発
信
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
だ
。

有
志
の
ミ
ド
ル
パ
ワ
ー
主
導
で
Ｗ
Ｔ
Ｏ
改
革
を

　

二
〇
二
四
年
九
月
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ
パ
ブ
リ
ッ
ク
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
お
け
る

ピ
ー
タ
ー
ソ
ン
国
際
経
済
研
究
所
主
催
の
パ
ネ
ル
で
は
、
同
研
究
所

の
ア
ダ
ム
・
ポ
ー
ゼ
ン
所
長
が
、
ア
メ
リ
カ
の
古
事
を
引
用
し
つ
つ
、

ミ
ド
ル
パ
ワ
ー
が
連
帯
し
て
米
中
に"Lead, follow

 or get out 
of the w

ay"
、
つ
ま
り
Ｗ
Ｔ
Ｏ
改
革
の
意
思
が
な
く
ば
、
せ
め
て

邪
魔
す
る
な
、
と
喝
破
す
べ
き
時
が
来
た
、
と
説
い
た
。
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こ
う
し
た
ミ
ド
ル
パ
ワ
ー
連
合
を
体
現
し
た
の
が
オ
タ
ワ
グ
ル
ー

プ
だ
。
そ
こ
に
は
カ
ナ
ダ
を
中
心
に
、
日
本
、
Ｅ
Ｕ
、
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
、
韓
国
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
英
国
な
ど
良
識
的
な
改
革
派

一
四
ヵ
国
・
地
域
が
集
う
。
第
一
次
ト
ラ
ン
プ
政
権
の
保
護
主
義
と

Ｗ
Ｔ
Ｏ
危
機
が
顕
在
化
し
た
二
〇
一
八
年
以
来
、
こ
の
枠
組
み
は
Ｗ

Ｔ
Ｏ
改
革
の
提
案
や
支
援
を
行
い
、
二
〇
年
に
は
コ
ロ
ナ
禍
で
の
不

可
欠
医
療
物
資
や
食
料
の
通
商
措
置
に
関
す
る
提
言
を
取
り
ま
と
め

た
。日
本
に
は
こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
牽
引
す
る
役
割
が
期
待
さ
れ
る
。

　

ま
た
、
ミ
ド
ル
パ
ワ
ー
主
導
で
多
国
間
暫
定
上
訴
仲
裁
ア
レ
ン
ジ

メ
ン
ト
（
Ｍ
Ｐ
Ｉ
Ａ
）
を
締
結
し
、
一
九
年
末
以
来
機
能
停
止
状
態

に
あ
る
上
級
委
員
会
に
代
わ
っ
て
上
訴
審
を
行
う
仲
裁
制
度
を
設
立

し
た
。
Ｍ
Ｐ
Ｉ
Ａ
（
お
よ
び
Ｍ
Ｐ
Ｉ
Ａ
準
拠
の
仲
裁
合
意
）
の
下
で

判
断
が
示
さ
れ
た
上
訴
案
件
は
二
件
、
さ
ら
に
現
在
上
訴
中
の
も
う

一
件
で
間
も
な
く
判
断
が
示
さ
れ
る
に
と
ど
ま
る
が
、
上
訴
仲
裁
付

託
に
当
事
国
が
合
意
し
た
が
途
中
で
解
決
し
た
案
件
も
九
件
あ
る
。

日
本
は
Ｍ
Ｐ
Ｉ
Ａ
の
積
極
的
な
活
用
は
も
と
よ
り
、
現
在
五
四
に

と
ど
ま
る
参
加
国
の
拡
大
に
尽
力
す
べ
き
だ
。特
に
イ
ン
ド
、韓
国
、

英
国
の
よ
う
な
主
要
Ｗ
Ｔ
Ｏ
加
盟
国
、
紛
争
案
件
が
多
い
ア
ル
ゼ
ン

チ
ン
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
タ
イ
な
ど
の
参
加
が
望
ま
れ
る
。

　

特
に
中
国
が
Ｍ
Ｐ
Ｉ
Ａ
に
参
加
し
て
い
る
こ
と
は
重
要
だ
。
中
国

の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
や
Ｅ
Ｕ
に
対
す
る
経
済
的
威
圧
、
カ
ナ
ダ
・
Ｅ

Ｕ
の
対
中
Ｅ
Ｖ
課
税
お
よ
び
そ
れ
に
対
す
る
中
国
の
対
抗
措
置
に
つ

い
て
Ｗ
Ｔ
Ｏ
提
訴
が
続
い
て
い
る
。
中
国
が
Ｍ
Ｐ
Ｉ
Ａ
に
加
入
し
て

い
る
か
ら
こ
そ
、
こ
う
し
た
ル
ー
ル
に
よ
る
解
決
が
可
能
に
な
る
。

　

最
後
に
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ
の
枠
内
で
、
ミ
ド
ル
パ
ワ
ー
主
導
の
有
志
国
に

よ
る
ル
ー
ル
形
成
を
推
進
す
べ
き
だ
。共
同
宣
言
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ（
Ｊ

Ｓ
Ｉ
）
に
お
い
て
、
日
本
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
と

と
も
に
デ
ジ
タ
ル
貿
易
ル
ー
ル
の
交
渉
を
牽
引
し
て
き
た
。
も
う
一

つ
の
投
資
円
滑
化
グ
ル
ー
プ
も
チ
リ
、
韓
国
と
、
ミ
ド
ル
パ
ワ
ー
が

主
導
し
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
九
一
ヵ
国
、
一
二
六
ヵ
国
が
協
定
案
に

合
意
し
た
が
、
イ
ン
ド
、
南
ア
フ
リ
カ
の
反
対
で
コ
ン
セ
ン
サ
ス
に

よ
っ
て
両
協
定
案
を
Ｗ
Ｔ
Ｏ
協
定
に
編
入
す
る
作
業
が
頓
挫
し
て
い

る
。
両
協
定
に
は
グ
ロ
ー
バ
ル
・
サ
ウ
ス
諸
国
も
参
加
し
て
お
り
、

開
発
の
視
点
か
ら
も
両
国
が
そ
の
採
択
を
妨
げ
る
こ
と
は
正
当
性
に

乏
し
い
。
日
本
を
は
じ
め
Ｊ
Ｓ
Ｉ
参
加
国
に
は
、
こ
れ
ら
を
ま
ず
は

Ｗ
Ｔ
Ｏ
協
定
枠
外
で
も
単
独
の
有
志
国
間
協
定
と
し
て
発
効
さ
せ
る

ぐ
ら
い
の
大
胆
な
発
想
が
望
ま
れ
る
。

「
プ
ラ
ン
Ｂ
」
と
し
て
の
広
域
経
済
連
携

　

他
方
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ
と
並
行
し
て
、
Ｃ
Ｐ
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
深
化
・
拡
大
に
取

り
組
む
べ
き
だ
。
Ｃ
Ｐ
Ｔ
Ｐ
Ｐ
は
米
中
が
属
さ
な
い
広
域
経
済
連
携

と
し
て
、
両
国
対
立
の
影
響
を
受
け
な
い
利
点
が
あ
る
。
二
〇
二
四
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年
一
一
月
の
バ
ン
ク
ー
バ
ー
Ｔ
Ｐ
Ｐ
委
員
会
で
は
、
発
効
後
五
年
の

協
定
一
般
見
直
し
に
つ
い
て
、
デ
ジ
タ
ル
貿
易
や
金
融
サ
ー
ビ
ス
な

ど
の
現
行
ル
ー
ル
改
正
、
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
強
靭
化
や
経
済
的
威

圧
と
い
っ
た
新
し
い
課
題
の
議
論
を
進
め
る
こ
と
で
合
意
し
た
。
ま

た
、
コ
ス
タ
リ
カ
の
加
入
交
渉
が
開
始
さ
れ
、
今
後
は
既
に
加
入
申

請
中
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
他
、
タ
イ
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
韓
国
と
い
っ

た
ア
ジ
ア
の
主
要
国
を
取
り
込
む
こ
と
が
望
ま
れ
る
。
高
度
で
複
雑

な
協
定
の
履
行
確
保
に
は
、
事
務
局
の
設
立
も
必
要
だ
。
加
え
て
、

ト
ラ
ン
プ
政
権
に
な
っ
て
米
国
の
コ
ミ
ッ
ト
が
危
ぶ
ま
れ
る
イ
ン
ド

太
平
洋
経
済
枠
組
み
（
Ｉ
Ｐ
Ｅ
Ｆ
）
だ
が
、
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
協

定
が
既
に
発
効
し
て
お
り
、
Ｃ
Ｐ
Ｔ
Ｐ
Ｐ
と
締
約
国
が
重
な
る
こ
と

か
ら
、
双
方
の
協
定
の
シ
ナ
ジ
ー
を
引
き
出
す
こ
と
も
重
要
だ
。

　

さ
ら
に
、
Ｅ
Ｕ
の
ウ
ル
ズ
ラ
・
フ
ォ
ン
・
デ
ア
・
ラ
イ
エ
ン
委
員

長
が
Ｔ
Ｐ
Ｐ
諸
国
に
連
携
・
協
力
を
呼
び
か
け
て
い
る
が
、
つ
い
に

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
が
Ｅ
Ｕ
外
相
会
議
で
Ｅ
Ｕ
の
Ｃ
Ｐ
Ｔ
Ｐ
Ｐ
加
入
を
提

案
す
る
と
い
う
（
ロ
イ
タ
ー
五
月
一
四
日
）。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
お

よ
び
昨
今
の
米
国
の
状
況
を
踏
ま
え
、
Ｅ
Ｕ
は
東
南
ア
ジ
ア
と
の
二

国
間
Ｆ
Ｔ
Ａ
交
渉
に
注
力
し
て
い
る
が
、
Ｃ
Ｐ
Ｔ
Ｐ
Ｐ
加
入
で
よ
り

広
域
な
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
展
開
が
可
能
に
な
る
。
さ
ら
に
、
Ｅ
Ｕ

は
既
に
メ
ル
コ
ス
ー
ル
（
南
米
南
部
共
同
市
場
）
と
Ｆ
Ｔ
Ａ
を
締
結

し
て
お
り
、
Ｅ
Ｕ
の
Ｃ
Ｐ
Ｔ
Ｐ
Ｐ
加
入
で
三
大
経
済
圏
の
接
続
も
視

野
に
入
る
。
他
方
、
Ｅ
Ｕ
は
環
境
、
人
権
、
デ
ー
タ
保
護
な
ど
の
自

国
基
準
を
輸
出
す
る
ブ
ラ
ッ
セ
ル
効
果
を
狙
っ
た
Ｆ
Ｔ
Ａ
の
ひ
な
形

を
有
し
、
基
本
的
に
米
国
型
Ｆ
Ｔ
Ａ
の
Ｃ
Ｐ
Ｔ
Ｐ
Ｐ
と
適
合
し
な
い

点
も
多
い
。
ま
ず
は
市
場
ア
ク
セ
ス
と
貿
易
円
滑
化
に
絞
っ
た
地
域

間
協
定
か
ら
着
手
す
る
の
も
一
案
で
あ
ろ
う
。

　

最
後
に
、
依
然
と
し
て
相
互
依
存
関
係
の
高
い
中
国
と
も
戦
略
的

な
連
携
が
必
要
だ
。
例
え
ば
Ｃ
Ｐ
Ｔ
Ｐ
Ｐ
加
入
交
渉
も
、
門
前
払
い

で
な
く
、
ハ
イ
レ
ベ
ル
な
加
入
条
件
を
提
示
し
妥
協
せ
ず
に
中
国
に

改
革
を
迫
る
覚
悟
で
臨
め
ば
よ
い
。
日
中
韓
Ｆ
Ｔ
Ａ
も
交
渉
を
加
速

す
べ
き
で
あ
っ
て
、
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
高
水
準
の
経
済
連
携
は
将

来
の
Ｒ
Ｃ
Ｅ
Ｐ
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
る
。

　

と
も
す
れ
ば
日
米
同
盟
関
係
や
中
国
の
脅
威
を
持
ち
出
し
、
筆
者

の
唱
え
る
よ
う
な
原
理
原
則
論
を
「
お
花
畑
」
と
嗤
う
こ
と
が
リ
ア

リ
ズ
ム
と
捉
え
る
向
き
が
あ
る
。
し
か
し
、
少
な
く
と
も
今
の
米
国

は
、
日
本
の
雇
用
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
、
及
び
輸
出
の
実
質
的
な
部
分
を
占
め

る
基
幹
産
業
た
る
自
動
車
に
打
撃
を
与
え
、
日
本
の
経
済
安
全
保
障

を
脅
か
し
か
ね
な
い
。
カ
ナ
ダ
の
マ
ー
ク
・
カ
ー
ニ
ー
首
相
は
、
経

済
統
合
の
深
化
お
よ
び
緊
密
な
安
全
保
障
と
軍
事
協
力
に
基
づ
く
米

国
と
の
古
い
関
係
は
終
わ
っ
た
、と
言
う
が（BBC, M

ar.28,2025

）、

こ
う
し
た
新
た
な
リ
ア
リ
ズ
ム
に
基
づ
い
て
、
日
本
が
自
立
的
な
通

商
政
策
を
展
開
す
る
こ
と
を
望
ん
で
や
ま
な
い
。
●




